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曙し
ょ

光こ
う

が
差
し
込
ん
だ
直
後
、
け
た
た
ま
し
い
音
が
、
ト
ラ

ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
うの
穏お

だ

や
か
な
湖
面
を
騒
が
せ
始
め
た
。

　

春は
る

島し
ま

、
夏な

つ

島し
ま

の
飛
行
場
や
水
上
機
基
地
、
艦
隊
の
錨

び
ょ
う

地ち

、

夏
島
に
あ
る
第
四
艦
隊
司
令
部
、
第
四
根こ

ん

拠き
ょ

地ち

隊
司
令
部
に
、

空
襲
警
報
が
鳴
り
響
い
て
い
る
。

　

艦
隊
の
錨
地
で
出
港
を
待
っ
て
い
る
乗
員
や
、
飛
行
場
、

水
上
機
基
地
で
待
機
し
て
い
る
搭
乗
員
、
整
備
員
ら
は
、
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
者
が
、
現
実
を
呑の

み
込
め
て
い
な
い
様
子
だ

っ
た
。

「
索
敵
機
か
ら
の
報
告
電
に
よ
れ
ば
、
敵
機
は
〇マ

ル

四ヨ
ン

五ゴ

九キ
ュ
ウ

（
現
地
時
間
五
時
五
九
分
）
時
点
で
、
夏
島
よ
り
の
方
位
八
五

度
、
九
〇
浬マ

イ
ルま
で
接
近
し
て
お
り
ま
す
」

　

主
要
幕ば

く

僚り
ょ
う
と
共
に
司
令
部
棟
の
作
戦
室
で
待
機
し
て
い

た
第
四
艦
隊
司
令
長
官
井い

の

上う
え

成し
げ

美よ
し

中
将
に
、
通
信
参
謀
岡お

か

田だ

貞さ
だ

外と

茂も

少
佐
が
報
告
し
た
。

　

こ
の
日
―
昭
和
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
の
三
時
四
〇
分
、

内
地
の
連
合
艦
隊
司
令
部
か
ら
第
四
艦
隊
司
令
部
に
緊
急
信

が
届
け
ら
れ
た
。

　

満ま
ん

州し
ゅ
う

の
帰き

属ぞ
く

問
題
を
巡め

ぐ

っ
て
対
立
関
係
に
あ
っ
た
日
米

両
国
が
、
こ
の
日
の
三
時
三
〇
分
を
境さ

か
いに
、
戦
争
状
態
に
入

っ
た
の
だ
。

　

第
四
艦
隊
で
は
、
日
米
関
係
の
悪
化
に
伴と

も
ない
、
管か

ん

轄か
つ

下
に

あ
る
内う

ち

南な
ん

洋よ
う

の
島
々
―
ト
ラ
ッ
ク
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
マ
リ

ア
ナ
、
パ
ラ
オ
に
お
け
る
警
戒
を
強
化
し
、
毎
日
の
よ
う
に

航
空
偵
察
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
三
時
五
〇
分
よ
り

索
敵
機
を
発
進
さ
せ
た
。

　

空
襲
警
報
は
、
そ
れ
ら
の
一
機
が
打だ

電で
ん

し
た
「
敵
戦
爆
連

合
大
編
隊
見
ユ
」
と
の
緊
急
信
に
基も

と

づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
も

の
だ
っ
た
。

「
何な

故ぜ

、
ト
ラ
ッ
ク
に
…
…
」

　

参
謀
長
矢や

野の

志し

加か

三ぞ
う

大
佐
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
、
と
言
い

た
げ
だ
。

　

幕
僚
た
ち
の
取
り
ま
と
め
役
に
相ふ

さ
わ応
し
か
ら
ざ
る
、
う
ろ
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た
え
た
よ
う
な
声
と
表
情
だ
っ
た
。

　

井
上
は
、
そ
れ
に
は
応こ

た

え
ず
、
壁
の
時
計
を
見
上
げ
た
。

　

現
在
の
時
刻
は
五
時
一
三
分
。

　

水
偵
が
急
を
報し

ら

せ
て
か
ら
、
一
四
分
が
経
過
し
て
い
る
。

　

航
空
機
の
速
度
か
ら
考
え
て
、
敵
機
は
二
〇
分
か
そ
こ
ら

で
や
っ
て
来
る
。

「
各
隊
に
命
令
。
上
空
警
戒
、
第
一
配
備
！
」

「
連Ｇ

Ｆ

合
艦
隊
司
令
部
に
緊
急
信
。『
我ワ

レ

、
空
襲
ヲ
受
ケ
ツ
ツ

有
リ
。
〇マ

ル

五ゴ

一ヒ
ト

三サ
ン

』」

「
泊は

く

地ち

内
の
全
艦
船
、
航
空
機
を
避ひ

退た
い

さ
せ
よ
」

　

井
上
は
、
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
命
令
を
発
し
た
。

　

第
四
艦
隊
は
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
を
中
心
と
し
た
広
大
な
海
域

の
警
備
を
担
当
す
る
が
、
指
揮
下
の
兵
力
は
さ
ほ
ど
大
き
い

も
の
で
は
な
い
。

　

麾き

下か

の
艦
艇
は
、
独
立
旗き

艦か
ん

の
練
習
巡じ

ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

「
鹿か

島し
ま

」、

旧
式
軽
巡
二
隻
か
ら
成な

る
第
一
八
戦
隊
、
機
雷
敷ふ

設せ
つ

を
主
任

務
と
す
る
第
一
九
戦
隊
、
旧
式
駆く

逐ち
く

艦か
ん

を
中
心
と
し
た
第
六

水
雷
戦
隊
、
潜せ

ん

水す
い

母ぼ

艦か
ん

一
隻
と
中
型
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

九
隻
か
ら
成
る

第
七
潜
水
戦
隊
で
あ
り
、
重
巡
以
上
の
艦
は
一
隻
も
な
い
。

　

他
に
、
基
地
航
空
部
隊
の
第
二
四
航
空
戦
隊
を
指
揮
下
に

収
め
て
い
る
が
、
同
部
隊
は
パ
ラ
オ
諸
島
に
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
に
あ
る
兵
力
だ
け
で
、
一
〇
〇
機
以
上
の
敵
機

に
対
抗
す
る
の
は
不
可
能
だ
。

　

こ
こ
は
、
被
害
の
低て

い

減げ
ん

に
努
め
る
の
が
最
善
だ
。

「
司
令
部
は
、
四
根
（
第
四
根
拠
地
隊
）
司
令
部
と
共
に
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

に
避
退
」

　

井
上
は
、
矢
野
に
第
四
の
命
令
を
出
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
独
立
旗
艦
の
「
鹿
島
」
に
乗
艦
し
、
全

在ざ
い

泊は
く

艦
船
を
率ひ

き

い
て
避
退
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
井
上
以
下
の
司
令
部
幕
僚
が
乗
艦
す
る
ま
で
待
機

さ
せ
た
の
で
は
、「
鹿
島
」
が
撃
沈
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
敵
の
出で

方か
た

が
分
か
ら
ぬ
状
況
下
で
、
司
令
部
が
逃

げ
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

夏
島
に
留と

ど

ま
り
、
内
地
の
連
合
艦
隊
司
令
部
に
情
報
を
送

る
の
が
、
自
分
た
ち
の
役
割
だ
。

　

井
上
が
、
矢
野
以
下
の
幕
僚
と
共
に
司
令
部
棟
の
外
に
出
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る
と
、
眩ま

ば
ゆい
陽
光
が
目
を
射い

た
。

　

夏
島
の
地
上
に
は
空
襲
警
報
が
鳴
り
続
け
て
お
り
、
周
囲

は
騒
然
と
し
て
い
る
。

　

第
四
根
拠
地
隊
の
士
官
、
下
士
官
、
兵
が
走
り
回
り
、
怒ど

鳴な

り
声
や
命
令
、
復ふ

く

唱し
ょ
うの
声
が
聞
こ
え
て
来
る
。

　

飛
行
場
で
は
、
対
空
砲
陣じ

ん

地ち

が
射
撃
準
備
を
整
え
、
水
上

機
基
地
か
ら
は
、
零
式
水
上
偵
察
機
、
九
七
式
大
型
飛
行
艇

と
い
っ
た
機
体
が
次
々
と
離り

水す
い

に
か
か
っ
て
い
る
。

　

航
続
距
離
が
短
い
機
体
は
、
一い

っ

旦た
ん

空
中
に
退
避
す
る
だ
け

だ
が
、
足
の
長
い
飛
行
艇
に
は
、
パ
ラ
オ
諸
島
に
飛
ぶ
よ
う

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

夏
島
の
東
側
に
あ
る
夏
島
錨
地
、
北
西
に
位
置
す
る
春
島

錨
地
で
は
、
在
泊
艦
船
が
続
々
と
出
港
を
始
め
て
い
る
。

　

第
四
艦
隊
司
令
部
が
、
内
地
か
ら
の
緊
急
信
を
受
信
す
る

と
同
時
に
、
隷れ

い

下か

の
全
部
隊
に
開
戦
を
告
げ
た
た
め
、
全
機
、

全
艦
が
戦
闘
態
勢
を
整
え
て
い
た
の
だ
。

「
航
空
機
は
と
も
か
く
、
艦
船
は
間
に
合
わ
ぬ
な
」

　

井
上
は
、
出
港
し
て
ゆ
く
艦
船
を
見
て
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

環
礁
の
出
入
り
口
に
使
用
し
て
い
る
北
水
道
は
、
春
島
錨

地
か
ら
約
一
五
浬
、
夏
島
錨
地
か
ら
は
約
二
〇
浬
の
距
離
が

あ
る
。

　

在
泊
艦
船
の
多
く
は
、
環
礁
か
ら
脱
出
す
る
前
に
、
敵
機

に
捕ほ

捉そ
く

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

巡
洋
艦
や
駆
逐
艦
は
ま
だ
し
も
、
申
し
訳
程
度
の
対
空
兵

装
し
か
持
た
な
い
駆く

潜せ
ん

艇て
い

、
掃そ

う

海か
い

艇て
い

と
い
っ
た
小
艦
艇
が
ど

こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

「
伝
令
！ 

午う
ま

島し
ま

砲
台
よ
り
報
告
。『
敵
編
隊
視
認
』
！
」

　

兵
の
叫さ

け

び
声
が
、
井
上
の
思
考
を
中
断
さ
せ
た
。

　

午
島
砲
台
は
、
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
の
外が

い

縁え
ん

部
に
設
け
ら
れ
た

複
数
の
砲
台
の
一
つ
で
、
夏
島
や
春
島
の
北
東
に
位
置
し
て

い
る
。

　

そ
の
砲
台
か
ら
目
撃
さ
れ
た
以
上
、
敵
機
が
殺
到
し
て
来

る
の
は
時
間
の
問
題
だ
。

「
急
ぎ
ま
し
ょ
う
！
」

　

首
席
参
謀
川か

わ

井い

巌い
わ
お

大
佐
が
声
を
か
け
た
。

　

井
上
は
頷う

な
ずき
、
半
地
下
式
の
防
空
壕
に
向
か
っ
て
駆
け
出
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し
た
。

　

第
四
艦
隊
、
第
四
根
拠
地
隊
の
司
令
部
幕
僚
全
員
が
防
空

壕
内
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
既
に
夏
島
の
上
空
は
、
轟ご

う

々ご
う

た

る
爆
音
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。

　

爆
撃
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
、
時と

き

折お
り

炸さ
く

裂れ
つ

音
が
届
き
、
微か

す

か
に
地じ

響ひ
び

き
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

「
飛
行
場
が
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　

航
空
参
謀
の
米よ

内な
い

四し

郎ろ
う

少
佐
が
、
呻う

め

く
よ
う
に
言
っ
た
。

　

爆
発
音
や
振
動
は
、
島
の
南
側
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
。
飛

行
場
が
あ
る
方
角
だ
。

　

敵
は
第
一
撃
で
飛
行
場
を
叩た

た

き
、
ト
ラ
ッ
ク
の
制せ

い

空く
う

権け
ん

を

奪だ
っ

取し
ゅ

す
る
つ
も
り
ら
し
い
。

「
開
戦
の
一
時
間
後
に
攻
撃
と
は
。
そ
れ
も
、
い
き
な
り
ト

ラ
ッ
ク
に
来
る
と
は
…
…
」

　

矢
野
が
、
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
言
っ
た
。

　

第
四
艦
隊
司
令
部
で
は
、
米
軍
が
侵し

ん

攻こ
う

し
て
く
る
場
合
、

内
南
洋
の
最
東
端
に
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
最
初
に
攻
撃

す
る
と
考
え
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
米
軍
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
を
飛
ば
し
て
、
内
南
洋

の
要か

な
めに
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
を
、
最
初
か
ら
衝つ

い
て
来
た
の
だ
。

　

開
戦
し
て
か
ら
僅わ

ず

か
一
時
間
後
に
敵
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た

こ
と
と
、
枢す

う

要よ
う

部
の
ト
ラ
ッ
ク
が
叩
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、

現
実
感
を
持
て
な
い
様
子
だ
っ
た
。

「
周

し
ゅ
う

到と
う

に
計
画
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
、
米
軍
は
」

　

井
上
は
、
こ
こ
一
週
間
ほ
ど
の
動
き
を
思
い
返
し
な
が
ら

言
っ
た
。

「
米
国
が
我
が
国
に
交
渉
の
打
ち
切
り
を
通
告
し
た
の
は
一

週
間
前
だ
。
そ
の
後
、
我
が
国
が
交
渉
の
再
開
を
何
度
呼
び

か
け
て
も
、
一い

っ

切さ
い

無
視
し
て
い
た
。
米
軍
は
そ
の
間
に
、
艦

隊
を
ト
ラ
ッ
ク
に
接
近
さ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
は
、
一
週
間
あ
れ
ば
充
分
到
達
で
き
る
」

「
全
て
は
、
計
画
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
」

「
米
国
は
、
慎し

ん

重ち
ょ
う
に
地
な
ら
し
を
し
な
が
ら
前
進
し
て
来

る
国
だ
。
交
渉
打
ち
切
り
か
ら
開
戦
ま
で
の
一
週
間
が
、
米

軍
の
準
備
期
間
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
を
見
抜
け
な
か
っ
た

の
は
、
我
が
軍
の
失
敗
だ
」
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「
米
軍
は
、
こ
の
後
ど
う
す
る
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
？ 

ト

ラ
ッ
ク
を
空
襲
し
た
だ
け
で
引
き
上
げ
る
と
は
、
考
え
難に

く

い

の
で
す
が
」

「
敵
の
出
方
を
見
る
以
外
に
あ
る
ま
い
」

　

米
軍
の
目も

く

論ろ

見み

は
、
敵
機
が
飛
び
去
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ

一
時
間
後
に
判
明
し
た
。

「
通
信
所
よ
り
司
令
部
。
索
敵
機
よ
り
受
信
。『
敵
艦
隊
見
ユ
。

位
置
、〈
春
島
〉
ヨ
リ
ノ
方
位
八
五
度
、
八
〇
浬
。
敵
ハ
戦せ

ん

艦か
ん

四
、
巡
洋
艦
四
、
駆
逐
艦
一
五
。
敵
針
路
二
六
五
度
。
〇マ

ル

七ナ
ナ

二フ
タ

二フ
タ

（
現
地
時
間
八
時
二
二
分
）』」

　

と
の
報
告
が
届
け
ら
れ
た
の
だ
。

「
米
軍
の
目
的
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
完
全
破
壊
だ
。
制
空
権
奪

取
の
後
は
、
艦
砲
射
撃
が
襲
っ
て
来
る
。
攻
撃
目
標
は
、
防

御
陣
地
や
基
地
施
設
だ
と
考
え
て
間
違
い
な
い
」

　

井
上
は
、
幕
僚
全
員
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
で
は
、
我
々
は
…
…
」

　

幕
僚
た
ち
の
何
人
か
が
、
怯お

び

え
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
の
外
縁
部
か
ら
夏
島
ま
で
の
距
離
は
一
〇

浬
（
一
万
八
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
足
ら
ず
。

　

米
軍
の
戦
艦
が
装
備
す
る
四
〇
セ
ン
チ
砲
、
三
五
・
六
セ

ン
チ
砲
で
あ
れ
ば
、
環
礁
の
外
か
ら
悠ゆ

う

々ゆ
う

と
巨
弾
の
雨
を
降

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

半
地
下
式
の
防
空
壕
は
、
戦
闘
機
の
機
銃
掃そ

う

射し
ゃ

程
度
で
あ

れ
ば
防
げ
る
が
、
戦
艦
の
巨
弾
に
耐
え
る
力
は
な
い
。

　

直
撃
は
言
う
に
及
ば
ず
、
至
近
弾
を
受
け
て
も
、
弾だ

ん

着ち
ゃ
く

の
衝
撃
で
崩ほ

う

壊か
い

し
か
ね
な
い
。

　

四
艦
隊
司
令
部
の
全
滅
と
い
う
最
悪
の
事
態
が
、
現
実
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

井
上
は
、
自み

ず
から
受
話
器
を
取
っ
た
。

「
司
令
部
よ
り
通
信
所
。
Ｇ
Ｆ
司
令
部
宛
、
打
電
せ
よ
。『
敵

艦
隊
見
ユ
。
位
置
、〈
春
島
〉ヨ
リ
ノ
方
位
八
五
度
、
八
〇
浬
。

敵
ハ
戦
艦
四
隻
ヲ
伴
フ
。
〇マ

ル

七ナ
ナ

五ゴ

〇マ
ル

』」

「『
敵
艦
隊
見
ユ
。
位
置
、〈
春
島
〉
ヨ
リ
ノ
方
位
八
五
度
、

八
〇
浬
。
敵
ハ
戦
艦
四
隻
ヲ
伴
フ
。
〇マ

ル

七ナ
ナ

五ゴ

〇マ
ル

』。
Ｇ
Ｆ
司

令
部
宛
、
打
電
し
ま
す
」

　

通
信
長
の
片か

た

野の

幸ゆ
き

夫お

少
佐
が
、
命
令
を
復
唱
し
た
。
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驚
い
た
様
子
も
、
恐
れ
て
い
る
様
子
も
な
い
。
事
態
を
、

冷
静
に
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
環
礁
内
の
全
部
隊
に
も
、
警
報
を
送
っ
て
く
れ
。『
敵
戦

艦
ニ
ヨ
ル
艦
砲
射
撃
ノ
可
能
性
大ダ

イ

。
各
隊
ハ
可カ

及キ
ュ
ウ

的テ
キ

速ス
ミ

ヤ

カ
ニ
各
島
ノ
西
岸
ニ
避
退
セ
ヨ
』」

　

井
上
は
、
声
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
努
め
な
が
ら
命
じ
た
。

　

戦
艦
の
主
砲
、
特
に
米
戦
艦
が
装
備
す
る
四
〇
セ
ン
チ
砲

は
、
三
万
メ
ー
ト
ル
以
上
の
最
大
射
程
を
持
つ
。

　

島
の
ど
こ
に
い
よ
う
と
、
逃の

が

れ
ら
れ
る
保
証
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
東
岸
に
留
ま
る
よ
り
は
西
岸
に
避
退
し
た
方

が
、
助
か
る
可
能
性
は
高
い
は
ず
だ
。

「
今い

ま

一ひ
と

つ
。
避
退
中
の
艦
艇
の
状
況
を
確
認
し
て
く
れ
」

　

片
野
の
答
は
、
一
〇
分
後
に
返
さ
れ
た
。

「
一
部
の
艦
は
ま
だ
北
水
道
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
半
数

以
上
の
艦
が
環
礁
の
外
に
脱
出
し
ま
し
た
。『
鹿
島
』
は
『
空

襲
ニ
ヨ
ル
被
害
ナ
シ
』
と
打
電
し
て
い
ま
す
」

「
了
解
し
た
」

　

そ
う
返
答
し
、
井
上
が
受
話
器
を
置
い
た
と
き
、

「
伝
令
！
」

　

一
人
の
兵
が
、
司
令
部
に
駆
け
込
ん
で
来
た
。

「
空
中
に
避
退
し
て
い
た
九
七
大
艇
一
機
が
、
水
上
機
基
地

に
帰
還
し
ま
し
た
。
司
令
か
ら
長
官
に
、
至
急
基
地
ま
で
お

い
で
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
伝
言
で
す
」

　

夏
島
、
春
島
の
水
上
機
基
地
に
は
、
第
四
根
拠
地
隊
隷
下

の
第
一
七
航
空
隊
と
第
二
四
航
空
戦
隊
隷
下
の
横よ

こ

浜は
ま

航
空
隊

が
進
出
し
て
い
る
。
前
者
は
水
上
偵
察
機
、
後
者
は
飛
行
艇

の
部
隊
だ
。

　

両
隊
と
も
、
敵
機
が
来
襲
す
る
前
に
避
退
し
た
と
思
っ
て

い
た
が
、
一
機
だ
け
が
戻
っ
て
来
た
の
だ
。

　

九
七
大
艇
で
あ
れ
ば
、
四
艦
隊
司
令
部
の
全
員
が
搭
乗
で

き
る
。

　

横
浜
空
司
令
の
横よ

こ

井い

俊と
し

之ゆ
き

大
佐
は
、
井
上
以
下
の
四
艦
隊

司
令
部
幕
僚
を
脱
出
さ
せ
る
つ
も
り
で
、
大
艇
一
機
を
残
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
参
謀
長
、
幕
僚
全
員
を
連
れ
て
水
上
機
基
地
に
行
け
。
九

七
大
艇
の
航
続
距
離
な
ら
、
パ
ラ
オ
ま
で
飛
べ
る
」
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井
上
は
指
揮
下
に
あ
る
兵
力
の
保ほ

全ぜ
ん

を
優
先
し
た
が
、
艦

艇
を
脱
出
さ
せ
た
こ
と
で
、
司
令
部
幕
僚
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

避
退
す
る
道
を
失
っ
た
。

　

敵
戦
艦
に
よ
っ
て
、
四
艦
隊
司
令
部
が
基
地
施
設
も
ろ
と

も
殱せ

ん

滅め
つ

さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
た
が
、
飛
行
艇
一
機
が
健
在

な
ら
、
参
謀
長
以
下
の
全
員
を
逃
が
す
こ
と
が
可
能
だ
。

「
長
官
は
残
ら
れ
る
お
つ
も
り
で
す
か
？
」

「
私
は
四
艦
隊
の
責
任
者
だ
。
四
艦
隊
の
中

ち
ゅ
う

枢す
う

と
な
る
基

地
を
放
棄
し
て
、
逃
げ
出
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」

「
そ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
。
長
官
の
御
命
令
で
も
、
そ
れ
だ
け

は
聞
け
ま
せ
ん
」

　

矢
野
は
激
し
く
か
ぶ
り
を
振
り
、
川
井
首
席
参
謀
以
下
の

幕
僚
た
ち
も
頷
い
た
。

「
長
官
が
戦
争
回
避
の
た
め
に
尽じ

ん

力り
ょ
く
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆み

な

が
知
っ
て
い
ま
す
。
不
幸
に
し
て
開
戦
に
至
っ
た
今
、
長
官

は
対
米
講こ

う

和わ

実
現
の
た
め
に
不ふ

可か

欠け
つ

の
方
で
す
。
長
官
を
、

こ
こ
で
失
う
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
」

「
司
令
部
が
皆
逃
げ
て
し
ま
っ
て
は
、
取
り
残
さ
れ
る
将
兵

に
申
し
訳
が
立
た
ぬ
。
責
任
者
が
残
っ
て
、
最
後
ま
で
指
揮

を
執と

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
そ
れ
な
ら
、
私
が
残
る
の
が
筋す

じ

だ
。
何
よ
り
も
、
君
た
ち
は
ま
だ
若
い
。
こ
れ
か
ら
、
幾
ら

で
も
御お

国く
に

の
た
め
に
働
け
る
の
だ
。
年
寄
り
か
ら
先
に
逝い

く

の
が
、
順
序
と
い
う
も
の
だ
」

「
い
や
、
こ
こ
は
参
謀
長
の
言
う
通
り
だ
。
貴き

様さ
ま

が
残
る
必

要
は
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
は
俺お

れ

に
任
せ
て
、
避
退
し
ろ
」

　

脇
か
ら
声
を
か
け
た
者
が
い
る
。

　

第
四
根
拠
地
隊
司
令
官
の
茂も

泉い
ず
み

慎し
ん

一い
ち

中
将
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
の
警
備
を
担
当
し
て
お
り
、
第
一
四
掃
海

隊
、
第
五
六
、
五
七
駆
潜
隊
、
第
四
防
備
隊
等
を
指
揮
下
に

収
め
て
い
る
。

　

井
上
と
は
江え

田た

島じ
ま

の
同
期
生
で
あ
り
、
二
人
だ
け
の
時
は

「
俺
、
貴
様
」
で
話
す
立
場
だ
。
部
下
の
前
だ
が
、
こ
の
と

き
だ
け
は
遠え

ん

慮り
ょ

の
な
い
口く

調ち
ょ
うに
な
っ
て
い
た
。

「
俺
は
、
ト
ラ
ッ
ク
防
衛
の
責
任
者
だ
。
敵
の
接
近
に
気
づ

け
な
か
っ
た
の
は
、
俺
の
失
敗
だ
。
最
後
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
に

留
ま
り
、
責
任
を
取
る
べ
き
立
場
に
あ
る
の
は
俺
だ
」
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「
ト
ラ
ッ
ク
の
防
備
は
確
か
に
貴
様
の
任
務
だ
が
、
ト
ラ
ッ

ク
も
含
め
た
内
南
洋
全
体
の
防
衛
は
俺
の
役
割
だ
。
敵
を
遠

方
で
発
見
で
き
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
接
近
を
許ゆ

る

し
た
こ
と
は
、

俺
に
責
任
が
あ
る
。
貴
様
こ
そ
、
四
艦
隊
と
四
根
の
幕
僚
を

連
れ
て
避
退
し
ろ
。
こ
こ
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
な
い
」

　

井
上
の
反
論
に
は
、
妥だ

協き
ょ
うの
余
地
が
な
か
っ
た
。

　

謹き
ん

厳げ
ん

な
性
格
の
井
上
だ
が
、
茂
泉
に
つ
ら
れ
て
、
江
田
島

時
代
の
言
葉
遣づ

か

い
に
な
っ
て
い
た
。

「
役
割
と
い
う
も
の
を
よ
く
考
え
ろ
。
ト
ラ
ッ
ク
は
言
う
な

れ
ば
一
隻
の
軍
艦
で
あ
り
、
俺
は
艦
長
だ
。
乗
員
が
艦
に
残

っ
て
い
る
以
上
、
艦
長
に
は
最
後
ま
で
指
揮
を
執
り
続
け
る

責せ
き

務む

が
あ
る
。
だ
が
、
艦
隊
や
戦
隊
の
司
令
部
に
そ
の
よ
う

な
義
務
は
な
い
。
将

し
ょ
う

旗き

を
他
艦
に
移
し
て
戦
い
続
け
る
の

が
、
司
令
長
官
の
役
目
だ
」

　

江
田
島
卒
業
時
は
恩お

ん

賜し

の
短た

ん

剣け
ん

組ぐ
み

だ
っ
た
貴
様
に
、
こ
ん

な
初
歩
的
な
こ
と
が
分
か
ら
ぬ
の
か
―
茂
泉
は
、
そ
う
言

い
た
げ
だ
っ
た
。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大
危
機
を
招ま

ね

い
た
の
は
俺
だ
。
俺
が
部
下

を
残
し
て
逃
げ
た
の
で
は
、
筋
が
通
ら
ん
の
だ
」

「
責
任
を
感
じ
る
な
ら
、
生
き
延
び
て
、
貴
様
の
識し

き

見け
ん

を
御

国
の
た
め
に
活
か
せ
。
海
軍
に
奉ほ

う

職し
ょ
く
し
て
か
ら
身
に
つ
け

た
知ち

見け
ん

を
全
て
無
に
す
る
の
は
、
陛へ

い

下か

へ
の
不ふ

忠ち
ゅ
う
だ
と
思

わ
ぬ
か
？
」

　

井
上
は
、
し
ば
し
沈
黙
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
で
、「
陛
下
」
の
名
を
持
ち
出
さ
れ
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
間
に
も
、
敵
艦
隊
は
ト
ラ
ッ

ク
に
迫
っ
て
い
る
。
今
は
、
一
分
で
も
一
秒
で
も
惜お

し
い
。

早
く
行
け
！
」

　

叱し
っ

咤た

す
る
よ
う
な
茂
泉
の
言
葉
を
受
け
、
井
上
は
聞
い
た
。

「
貴
様
は
俺
に
、
生い

き
恥は

じ

を
さ
ら
せ
と
言
う
つ
も
り
か
？
」

「
生
還
す
れ
ば
、
一
時
的
に
は
風か

ぜ

当あ

た
り
が
強
く
な
る
か
も

し
れ
ん
が
、
貴
様
の
心
は
一い

っ

時と
き

の
恥
を
堪た

え
忍し

の

べ
な
い
ほ
ど

弱
く
は
あ
る
ま
い
」

「
四
根
司
令
官
は
幕
僚
全
員
と
共
に
避
退
し
ろ
。
長
官
命
令

だ
―
そ
う
言
っ
て
も
聞
く
ま
い
な
？
」
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「
江
田
島
を
卒
業
し
て
か
ら
上
官
の
命
令
に
背そ

む

い
た
こ
と
は

な
い
が
、
今
回
が
最
初
で
最
後
の
抗こ

う

命め
い

だ
。
許
せ
」

　

茂
泉
は
小
さ
く
笑
っ
た
。

　

井
上
は
、
溜た

め

息い
き

を
つ
い
て
立
ち
上
が
っ
た
。

　

矢
野
以
下
の
幕
僚
を
見み

渡わ
た

し
、
重お

も

々お
も

し
い
声
で
告
げ
た
。

「
四
艦
隊
司
令
部
は
、
残
存
す
る
九
七
大
艇
に
搭
乗
し
、
パ

ラ
オ
に
避
退
す
る
。
全
員
、
水
上
機
基
地
に
急
げ
」



第
一
章　

連
合
艦
隊
旗
艦
「
赤あ

か

城ぎ

」
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１

　

足
早
に
舷げ

ん

梯て
い

を
駆
け
上
が
る
と
、
上
部
構
造
物
が
視
界
に

入
っ
て
来
た
。

　

背せ

負お

い
式
に
二
基
が
配
置
さ
れ
た
主
砲
塔
の
正
面
に
、
一

基
当
た
り
二
門
の
、
太
く
長
大
な
砲
身
が
突
き
出
し
て
い
る
。

　

主
砲
塔
二
基
の
後
ろ
に
屹き

つ

立り
つ

し
て
い
る
の
は
、
摩ま

天て
ん

楼ろ
う

さ

な
が
ら
の
丈た

け

高た
か

い
艦か

ん

橋き
ょ
うだ
。

　

元
は
多
数
の
支
柱
が
剥む

き
出
し
に
な
っ
た
無ぶ

骨こ
つ

な
形
状
だ

っ
た
が
、
昭
和
一
〇
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

近
代
化
改
装
の
結
果
、
長な

が

門と

型
戦
艦
や
伊い

勢せ

型
戦
艦
の
よ
う

な
、
凹お

う

凸と
つ

の
多
い
形
に
変へ

ん

貌ぼ
う

し
た
。

　

元げ
ん

号ご
う

が
昭
和
に
替
わ
っ
た
日
に
巡
洋
戦
艦
と
し
て
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
近
代
化
改
装
後
は
戦
艦
に
艦
種
変
更
さ
れ
た
「
赤あ

か

城ぎ

」。

「
長
門
」「
陸む

奥つ

」
と
輪り

ん

番ば
ん

で
、
連
合
艦
隊
旗
艦
を
務
め
て

い
る
艦
だ
。

　

最
高
速
度
が
三
〇
ノ
ッ
ト
に
達
す
る
た
め
、
金こ

ん
ご
う剛
型
戦
艦

四
隻
と
共
に
「
高
速
戦
艦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
「
赤
城
」
を
最
後
に
、
日
本
海
軍
は
新
た
な
戦
艦
を

建
造
し
て
い
な
い
。

　

そ
の
艦
の
上
甲
板
に
、
海
軍
中
佐
榊

さ
か
き

久き
ゅ
う

平へ
い

は
足
を
降
ろ

し
て
い
た
。

「
お
う
、
来
た
な
」

　

水
兵
に
案
内
さ
れ
、
作
戦
室
に
入
室
し
た
榊
を
、
い
か
つ

い
顔
つ
き
の
将
官
が
笑
顔
で
迎
え
た
。

　

西さ
い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

を
思
わ
せ
る
風ふ

う

貌ぼ
う

だ
。
参
謀
職
よ
り
も
、
軍
艦

の
艦
橋
や
基
地
航
空
隊
の
指
揮
所
で
、
将
兵
を
叱
咤
す
る
役

割
の
方
が
似
つ
か
わ
し
く
見
え
る
。

　

海
軍
少
将
大お

お

西に
し

滝た
き

治じ

郎ろ
う

。
今
年
一
月
、
連
合
艦
隊
司
令
長

官
山や

ま

本も
と

五い

十そ

六ろ
く

大
将
か
ら
強
く
望
ま
れ
て
、
参
謀
長
に
任
ぜ

ら
れ
た
人
物
だ
。

　

榊
は
少
佐
時
代
、
航
空
本
部
の
教
育
部
で
勤
務
し
た
と
き
、

同
部
の
部
長
を
務
め
て
い
た
大
西
の
下
で
働
い
た
こ
と
が
あ

る
た
め
、
互
い
に
気き

心ご
こ
ろは
知
れ
て
い
た
。

「
申
告
し
ま
す
。
海
軍
中
佐
榊
久
平
、
航
空
参
謀
と
し
て
連



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




